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背景・目的

甲状腺ホルモンや女性ホルモンなどの作用に影響。
OH-PCBsの環境汚染については，これまでに環境水，大気，底質及
び生物などを対象に調査されている 。
ヒト試料では，主に血液中のOH-PCBsが測定されており，特定の異性
体が検出されている。

本研究では，ヒト尿試料を対象とした測定方法の検討を行い，一般男
性におけるヒト尿中のOH-PCBsレベルを測定した。

水酸化ポリ塩化ビフェニル（OH-PCBs)
大気 底質



方法

尿 150~200ml

add surrogate（Wellington社製）

溶出

0.1%アンモニア/メタノール

濃縮（0.5～1ml）

N2ガス吹付け

グルクロン酸抱合体及び
硫酸抱合体の分解

β-glucuronidase/arylsulfatase

（37℃ for 1.5h ）インキュベーション

N2ガス吹付け

HRGC/HRMS

濃縮（0.1ml）

ジクロロメタン 溶出

濾過（Filter paper 5A）

add 0.02M リン酸緩衝液 (pH:4) 

add 10% 蟻酸/水 (pH:4) 

RP-WAXに通液

誘導体化 (MeO化)

硫酸ジメチル

3N 水酸化カリウム/エタノール（10%含水）

ヘキサン×2回

add 0.02M リン酸緩衝液 (pH:7) 

遠心分離（2600rpm×10min)

クリーンアップ

SEP-PAK Plus Florisil Cartridge

アルカリ分解

抽出

5%塩化ナトリウム/水

5%ジエチルエーテル/ヘキサン

add sys

尿 150~200ml

add surrogate（Wellington社製）

溶出

0.1%アンモニア/メタノール

濃縮（0.5～1ml）

N2ガス吹付け

グルクロン酸抱合体及び
硫酸抱合体の分解

β-glucuronidase/arylsulfatase

（37℃ for 1.5h ）インキュベーション

N2ガス吹付け

HRGC/HRMS

濃縮（0.1ml）

ジクロロメタン 溶出

濾過（Filter paper 5A）

add 0.02M リン酸緩衝液 (pH:4) 

add 10% 蟻酸/水 (pH:4) 

RP-WAXに通液

誘導体化 (MeO化)

硫酸ジメチル

3N 水酸化カリウム/エタノール（10%含水）

ヘキサン×2回

add 0.02M リン酸緩衝液 (pH:7) 

遠心分離（2600rpm×10min)

クリーンアップ

SEP-PAK Plus Florisil Cartridge

アルカリ分解

抽出

5%塩化ナトリウム/水

5%ジエチルエーテル/ヘキサン

add sys



結果

尿中からは5塩素体と6塩素体のOH-PCBsが多く検出されることが認められた。

5塩素体は3 OH-110CBが，6塩素体は4 OH-146CB/3 OH-153CBと3’ OH-138CBが
主に検出されたが，同定できていない異性体も残っている。

尿中のOH-PCBの濃度 尿中のOH-PeCBsとOH-HxCBs
のクロマトグラム

Chromatograms of OH-PeCBs

Chromatograms of OH-HxCBs
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